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 中央区の東側に位置する苗穂連合町内会 (世帯数約 1,600)では全 14 町内会の

うち 13 町内会で自主防災組織が結成されており、独自に専門家を講師に招いて

防災セミナーを開催するなど、積極的に自主防災活動を展開しています。  
昨年も 8 月 28 日 (土 )に地区内の高層マンションにおいて、災害発生時のおけ

る地域住民の相互協力と自主防災意識の高揚を目的として防災訓練を実施し、約

100 名が参加しました。  
 当日は、中央消防署と中央消防団の指導の

もとに、ヘリコプターやはしご車による高所

救出訓練を見学した後、応急処置訓練や消火

バケツリレーなどの体験型訓練を実際に行

ない、防災活動に係る基本的知識と技術の修

得に努めました。  
 



地域に密着した幅広い取組み～効果的な情報の収集･公開～ 

青葉町紅葉会 

 

青葉町紅葉会（泉順造会長、

５１６世帯）は、平成１３年に

自主防災会を結成し、平成１４

年には防災モデル地区に選ばれ、

近隣町内会と合同での防災訓練

や、研修会の実施等を行ってい

ます。 

当町内会は、各世帯の名前入

りの防災マップを作成し全戸配

布を行っており、内容としては

緊急時の公共機関等の連絡先や、

１１９番通報時のポイント、非

常持出品のリストなど、実用性

を重視したものです。 

また、高齢者を対象としてアン

ケートを行い、希望者からは現状

（足腰が弱い･目が不自由・独居

等）の情報を記入してもらうこと

により、非常時救援カードとして

会長が一元管理を行い、万が一の

際に防災マップと連動させ避難の

支援などを行えるよう備えていま

す。 

さらに、町内会のホームページ

を作成しており、その中に自主防

災会についてのページを設け、町

内会区域内の避難所を紹介した簡

単な防災マップや、防災資機材の

詳細についてなどの情報を掲載し

ています。 

以上のように、様々な情報をよ

り多くの会員が活用できるような

形で公開・配布されており、地域

で助け合うという考えを意識した

実践的な自主防災活動に取り組ん

でいます。 



新川町内会「非常時のための世帯申告書」の取りまとめ 

 
新川町内会では地震などの災害が発生した際に、町内会の住民の皆さん、特にお年寄

り・体の不自由な方などの災害弱者に対するいち早い支援を可能にするとともに、様々

な特技・資格や、救助活動などに役立つ資機材を持つ方から、迅速かつ有効にご協力を

いただくための情報整備を目的に、「非常時のための世帯申告書」の取りまとめを行い

ました。 
この申告書の内容は、家族の氏名・生年月日、免許・資格、非常時に助けを要するか

否か、緊急連絡先、災害時の救出活動などに貸し出し協力できる資材・機材、などとな

っております。 
申告書用紙の配布・回収は平成 16 年 11 月から今年の１月にかけて行われ、最終的

に 1,007 世帯からの申告書が取りまとめられました（H17.6.1 現在 町内会加入 1,105
世帯）。 
免許・資格の保有については医師、看護師、救急救命士、無線技師など延べ７９名の

方から、資機材の貸し出し協力については発電機、油圧ジャッキ、チェーンソー、投光

器などの所有者 18 名の方から申告があり、それぞれ一覧表にまとめられました。また

非常時に助けを必要とする方についての情報は該当者の住まいを色分けした住宅地図

として整備されました。 
今回の取組みは各世帯のプライバシーに深く関わるだけに、情報管理については細心

の注意が必要とされます。これらの世帯申告書は会長宅で一括管理され、決して個人情

報が漏洩することのないよう、その取扱いには万全が期されています。 
 
地域住民が持つ能力を充分に活かして災害発生時に役立てようという新川町内会の

取組みは災害発生時の自主防災活動のよりどころとなり、被災を最小限に食い止めるこ

とに大きな威力を発揮することでしょう。 
 

 

世帯申告書の様式 ファイルされた世帯申告書 


